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全国で注目される施策や課題は、地域で暮らす私たち
にどう影響するのか？身近に起きた出来事やトレンドなど、
幅広い分野のニュースを紹介していきます。ネットでもさ
まざまなニュースを紹介しています。

シティライフNEWS　で検索

北朝鮮人権侵害問題啓発週間 ～情報提供にご協力を～ 協力：兵庫県警察

　12月10日から16日までの1週間、「北朝鮮人権侵害問題啓発週
間」となっている。拉致問題はテレビやニュースの中の話ではなく、
身近に起こっている可能性も。この機会に関心と認識を深めよう。
【 北朝鮮による「拉致被害者」 】
　日本人の拉致被害者17人と、日本国内から拉致された朝鮮籍
の姉弟2人の計19人とされている。そのうち、兵庫県関係の拉致
被害者は有本恵子さんと田中実さんの2人とされている。
【 拉致の可能性を排除できない行方不明者 】
　「北朝鮮に拉致されたのではないか」と家族から相談や届出を

受け、「拉致の可能性を排除できない行方不明者」として警察で
捜査・調査しているのは全国で879人。そのうち、兵庫県警察が主
として捜査・調査しているのは36人となっている。
【 情報提供にご協力を 】
　北朝鮮による「拉致被害者」や「拉致の可能性を排除できない
行方不明者」について事案の概要や顔写真を兵庫県警察のホ
ームページに掲載している。
　どんな些細なことでも、心当たりのある方は、兵庫県警察本部
外事課、もしくは最寄りの警察署の警備課まで連絡を。

イツ発祥のお菓子・バウムクー
ヘンが日本に上陸して今年で
100年目。そんな年に、オープン

１年目を迎えたバウムクーヘン専門店「エ
レファントリング」が人気を集めている。
　上質な北海道産小麦粉に選び抜いた
卵や砂糖、バターを使い、膨張剤などの添
加物は使用しない。その代わりに卵白を泡
立てたメレンゲが、きめ細やかで口当たりの
優しい生地を作り出す。焼き上げには手動
のオーブンを使用。回転する芯に専用の道
具で生地をつけ、オーブンに入れ、窓から
焼き色を見極めては取り出して生地をつけ
るという作業を繰り返し、美しい層を作る。そ
の数20回以上、時間にして約１時間。250
度以上のオーブンの目の前で熱気を浴び
ながら、片時も目が離せない。「膨張剤を使
えば、自動で放っておいてもきれいに焼けま
すが、この生地の場合は、気を抜くとシミの
ような色がついてしまいます」と話すのは職
人の池田勇二さん。手間がかかるため、朝
５時から作り始め、師匠と２人で焼き続けて
も１日で作れる数は９本が限度だ。
　レシピは高齢になる師匠の秘伝。かつて
師匠は別の場所でバウムクーヘン店を営ん
でいたが、後継者もおらず閉店間際だった
時に、以前から取引があった食料品のバイ
ヤー代行業務などを行う会社「スマイルサ

ークル」社長に相談をした。「こんなにおいし
いレシピがなくなるのは惜しい」と、同社が運
営を引き受けて継続させることを提案し、池
田さんが弟子入り。幸象の鼻が描く幸せの
シンボル「エレファントリング」を店名にし、昨
年10月、移転オープン。オープン前後は、厨
房の場所が変わったことにより、気温や湿度、
気圧の変化の影響で味も微妙に変化し、調
整するのに苦労した。今は安定しているが
「天気などによって生地の状態が変わるの
で、毎日、焼き方を変えています」と池田さん。
　試食用に切り分ける販売員も、色や食
感の変化に気づくと池田さんたちに報告
するのだとか。「従業員は全員、うちの商
品が一番おいしいと思っています。この味
を1人でも多くの人に届けたいですね」と
ブランドマネージャー・西尾亜衣さんは話
す。関わる人全てに愛されるバウムクーヘ
ンからは、幸せの香りが漂う。

ド

関わる人全てに愛される味
幸せを届けるバウムクーヘン

兵庫県警察本部外事課　
TEL.（078）341-7441（代表）
詳しくは 　兵庫県警察 拉致問題　で検索

選者
山口 昭男
（やまぐち あきお）

1955年 神戸市生まれ。
1980年「青」に入会。波多
野爽波に師事。2000年「ゆ
う」入会。田中裕明に師事。
編集担当。2010年俳誌「秋
草」を創刊し主宰する。毎月
発行。句集に『書信』『讀
本』『木簡』がある。2018年
句集『木簡』で読売文学賞
受賞。日本文藝家協会会員。
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【 俳句の応募方法 】
氏名・住所・年齢・明記のうえ、ハガキ、封書、FAX、
下記の応募フォームのいずれかからご応募ください。

〒566-0001 大阪府摂津市千里丘1-13-23　
株式会社シティライフNEW　俳句係まで
FAX 06-6368-3505

https://pro.form-mailer.jp/
fms/f413b102177160  

［ 宛先 ］ 

［ 応募フォーム ］ 

※締め切りは毎月25日必着　※いずれも一人5句まで
※掲載は次々号となります
※佳作は掲載をもって発表とさせていただきます。
※お名前と作品を掲載します。
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良時代の日本語は、固有の文
字を持ちません。書き留めるこ
とが求められると、漢字だけを

使って記す文化が育まれました。いわゆ
る万葉仮名（まんようがな）が、その代表
です。『万葉集』巻七には「摂津にして作
る」と題した中に、次のような歌が記され
ています。

命幸久吉石流垂水々乎結飲都
一一四二番歌

　五七五七七で読むことを考えると、どこ
で区切ったらよいものか・・・。初句を「命」
だけで捉えてみると、「いのち」に二文字
を読み添えます。「命幸」と二文字で読ん
でみると、「いのちさきく」と字余りになりま
す。うまく読み通すことのできない歌を、私
たちは難訓歌（なんくんか）と呼んでいま
す。幾通りかの読み方が試されています
が、仮に「命をし幸（さき）く（久）吉（よ）け
むと石流（いはばしる）垂水（たるみ）の
水を結びて飲みつ（都）」と読んでみまし
ょう。「（私の）命が無事で良い状態にあり
ますようにと（祈りながら）、岩の上を勢い
よく流れ落ちる滝の水を、（手で）寄せ合
わせて（すくって）飲みました」と訳すこと

ができそうです。作者は旅の道中なので
しょうか。自らの命が健やかであることを、
激しく流れ落ちる滝の水を飲んで、祈願
したことを歌にしています。
　「垂水」は滝の普通名詞ですが、地理
的な特徴は地名にもなります。吹田市に
は垂水町を探すことができます。垂水神
社には、『万葉集』から志貴皇子（しきの
みこ）の歌（巻八・一四一八番歌）が、碑
として建立されています。また、神戸市に
は垂水区を見つけられます。平磯緑地に
は何首もの万葉歌碑が建立されいて、一
一四二番歌も読むことができます。
　作者はどこの滝の水を飲んで、命をつ
なぐことを願う歌を詠んだのでしょう。

奈
「日本語を漢字だけで書いてみると...」
梅花から「令和」を込めて
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スターズ甲子園2019」が11
月9･10日に阪神甲子園球場
で開催された。各地区の予

選を勝ち抜いた16チームが熱戦を繰り広
げた。今大会の注目は、1985年高校野球
選手権夏の決勝以来の甲子園出場となる
PL学園高校OB。34年ぶりに高校野球の
聖地･甲子園にあのPL学園が帰ってきた！
　大阪代表としてマスターズ甲子園初出
場を果たしたPL学園高校OB。高校時
代は5季連続出場、2度の全国制覇を成
し遂げ、その後はプロ野球・読売ジャイア
ンツでも活躍した桑田真澄さんがOB会
長としてチームを引っ張る。群馬県代表、
利根商業OBとの試合では4回に登板。

「マ

マスターズ甲子園2019 
PL学園が再び甲子園に

マスターズ甲子園2019 
大阪代表はPL学園に決定

▼ ▼
過去のマスターズ

甲子園の記事は

右記にて

重心が低く柔らかいピッチングフォームは
現役時代と変わらなかった。「50歳を過
ぎて五十肩もあって思うように動かない」
と苦笑いながら「気持ちは高校生のつも
り」と120キロを超えるストレートと桑田投
手の代名詞、カーブも投じる堂々のピッチ
ングで1イニングを2安打無失点に抑えた。
その後はショートの守備につき、打っては
ライトオーバーのタイムリーを放つ活躍で、
チームは5-1で勝利した。試合後、PL学
園を春夏通算6回の優勝に導いた名将・
中村順司総監督は「甲子園はやはり聖
地ですね。このユニフォームを着て戦え
たことがうれしい。選手たちも応援のみな
さんも一体になって久しぶりに盛り上がり

ましたね」と笑顔。
　また、この日は3塁側内野席にPL学園
名物の人文字応援も復活した。全国から
OBや一般参加者630人が集まり”PL”の
人文字を作り、カラーボードを使っての応
援を繰り広げた。さらにブラスバンドやチ
アリーダーなどの応援も含めると1,400人
となる大応援団が選手たちを後押し。PL
の応援歌「ヴィクトリー」「ウイニング」が

流れると「懐かしい。これを聴くとKKコン
ビが活躍した頃のPLを思い出すね」と涙
するファンも。硬式野球部は2016年を最
後に活動休止している。OB会は復部へ
の話し合いを続けており、マスターズ甲子
園出場は後輩たちへのエールになるだ
ろう。桑田OB会長も「15歳で初めてここ
でプレーして、この球場に育ててもらった。
次の世代につなげていけたら」と話した。

永遠の高校球児たちへ 
マスターズ甲子園

梅花女子大学教授 市瀬 雅之
　現代訳から原文までを用いて『万葉集』に
文学を楽しむほか、『古事記』や『日本書紀』等
に日本神話や説話、古代史をわかりやすく読
み解く。中京大学大学院修了 博士（文学）。
著書に『大伴家持論 文学と氏族伝統一』
おうふう 1997年、『万葉集編纂論』おうふう 
2007年、『北大阪に眠る古代天皇と貴族た
ち 記紀万葉の歴史と文学』梅花学園生涯学
習センター公開講座ブックレット 2010年。
ほか執筆・講演・講座多数  エレファントリング

芦屋市大桝町4-20-1 ASHIYA CENTRAL BUILDING 1F

バウムクーヘン（直径約13cm）
Sサイズ（高さ３cm）2,160円・Mサイズ（同６cm）3,780円

ネスコ世界遺産委員会は今年
７月、アメリカ人建築家のフラン
ク・ロイド・ライトが手掛けた米国

内8作品について世界文化遺産登録を決
定。米政府の推薦書には将来の追加登
録を目指す作品の1つとして、米国外で唯
一、日本の芦屋市にある「ヨドコウ迎賓館
（旧山邑家住宅）」が挙がっていた。
　明治末期から昭和初期にかけ、阪神
間で育まれた文化や生活様式は「阪神間
モダニズム」とよばれ、西洋文化の影響を
受けた独自のスタイルが形成された。現在
も当時を物語る建物が残っており、同館も
その1つだ。山邑酒造株式会社の8代目当
主の別邸として、1918年にライトによって設
計され1924年に竣工。1947年からは株式
会社淀川製鋼所が所有し、社長邸や独
身寮などに利用された後、1974年に国の
指定重要文化財となった。1989年からは
一般公開され、今年2月には3度目の保存
修理工事による約2年間の休館を経て、
改めて一般公開が再開された。
　同館は六甲山地から延びる丘陵の山

ユ

肌に沿って階段状に建てられ、敷地は南
北に細長い。北側に門、玄関が南の端に
あるのは、「門から玄関までゆっくり建物を
眺めて歩けるように」という計らいによるも
の。内装や外装にふんだんに使用されて
いる石材は大谷石（おおやいし）で幾何
学的な彫刻が施される。
　玄関や館内2階の応接室などの入口が
狭く作られているのは「次に続く空間を広
く感じさせるように」というライトの意図で、
応接室内に入ると左右対称の重厚な空
間が広がる。東西のはめ殺しの窓からは
緑豊かな景色が広がり、天井付近にはマ
ホガニー材の木枠で作られた小窓が多

数。岩井館長によると、小窓や応接室のド
アノブなどの金具は、世界遺産に登録さ
れた「落水荘」（アメリカ・ペンシルベニア
州）にも似たものが用いられているそうだ。
　3階の和室は当初の設計にはなかった
が、日本人である施主の依頼で作られた。
西側の廊下に連続する大きな窓や、欄間
などに施された植物の葉をモチーフにし
た飾り銅板も同館の特徴。廊下の窓から
飾り銅板に透けて降り注ぐ木漏れ日のよう
な光が鮮やかで、3間続きの和室に並ぶ
大きな掃き出し窓は外開きで室内も明るい。
　4階の食堂の天井は中央部が高い四
角錐の形で、四角錐の頂点付近にある
ハート型の木組みを見て「教会のようだ」
と話す来館者もいるという。暖炉の壁面

にあるマホガニー製の飾りや小窓が特
徴的。バルコニーからは、南は大阪湾、南
西方面には淡路島を望む。壁よりも外側
に飛び出した庇は、ライト建築の特徴の１
つであるキャンチレバーにあたる部分で、
建築時に施工監理者であった南信はこ
の庇を「夏帽子」のつばと例えたとか。
　ライトは「有機的建築」を提唱し「自然と
建築の調和」を建築思想として掲げてい
た。六甲山地の地形を生かし、周辺の自
然と一体化となるよう建築された同館は、
ライトの建築思想が具現されている。日本
で設計した住宅建築として、ほぼ完全な
形で現存する唯一の建物である同館。い
くたびもの保存修理工事を経て創建当時
の姿を留めている。

応接室（２F）

バルコニーより本建物を見た写真

外観
（車寄せ）

食堂（４F）

近代建築の巨匠フランク・ロイド・ライトが
設計した「ヨドコウ迎賓館」
将来の世界文化遺産登録候補に挙がる

ヨドコウ迎賓館
芦屋市山手町3-10


